
自 立 活 動 学 習 指 導 案 

単元名「みんなが笑顔になる言葉を探そう」 
 ～「カードめくりゲーム」をしよう～ 

 
令和○年○月○日（○） 第○校時 ○○教室 

○○立○○小学校 ○〇学級 
                         （自閉症・情緒障害特別支援学級） 

                       指導者 ○○ ○○ 
            

 
Ⅰ 単元の構想 
１ 単元の目標及び児童の実態 

児童 児童の実態 
個人目標 

【指導目標を達成するために必要な項目】 

Ａ児 
(３年) 

・学習に関しては高い理解力があり、解答欄を間違うなど
のうっかりミスが多い以外は特に問題はない。（心） 

・自分の行動がどのような影響を及ぼすのかを想像したり､
周囲の人の表情や口調等から読み取ったりして、適切に
判断して行動することやルールを守ること等が難しいが､
落ち着いた状況であれば、相手の表情や口調等から適切
な判断ができることもある。（心・人・環） 

・ゲームのルールを把握することはできるが、ルールから
逸脱した行為をしてしまった際に指摘を受け、すぐに謝
罪することは難しい。一人になる状況をつくり、気持ち
が落ち着くと謝罪できることもある。（人・コ） 

・成功体験を実感することができる
学習環境の中で、衝動的な言動を
コントロールしながら、望ましい
コミュニケーションや円滑な集団
参加ができる。 

【心(3)】【人(2)、(3)】【コ(5)】 

Ｂ児 
(５年) 

・学習上の困難は主として心情理解が困難であることに起
因しており、教科学習全般には意欲的で、よく理解して
いる。（人） 

・周囲の様子や相手の表情、声の調子等、多くの情報を統
合し、状況や心情を推測することが難しいが、相手の表
情を見るように促すと、「笑っている」や「怒っている」
と、伝えられることがある。（人） 

・コミュニケーションを続けるための言葉や動作、援助の
求め方、相談の仕方等の基本的なコミュニケーションの
能力が不十分であるが、困ったときの伝え方などを具体
的に伝えると、実際の場面で伝えられることがある。（コ） 

・人と関わる自信と意欲の低下が見られる。（心） 

・誘う、断る、励ます、説明する、
質問するなど、人と関わるために
必要なコミュニケーションの取り
方を知ることできる。 

【心(1)、(2)】【人(2)】 
【コ(2)、(5)】 
 
 

 
２ 評価規準 

Ａ児 ・小集団において、順番を守ることや勝負に負けても怒らないことの対応方法等を把握し、簡単な
ルールのあるゲーム等に取り組んでいる。 

Ｂ児 ・少人数の安心できるグループで、分からないことを質問したり、援助を求めたりしながら課題に
取り組んでいる。 

 
３ 指導の計画（全12時間：本時第２時） 

時 学習活動 

1~2 ・「カードめくりゲーム」を通して､笑顔になる言葉と相手を傷つける言葉を言われたときの気持ち
を伝える。 

3~4 ・「笑顔になる言葉探しゲーム」を通して、相手が喜ぶ言葉をたくさん見付けて伝える。 

5~6 ・「感謝カード」づくりを通して、周りの人に感謝の気持ちを伝える。 

7~8 ・｢ほめほめゲーム｣を通して､相手を褒めたとき､相手から褒められたときの気持ちを表現する｡ 

9~10 ・「笑顔の木」づくりを通して、みんなが嬉しくなる言葉を「木の葉」にして、表現する。 

11~12 ・すごろくゲームを通して、本単元の学びを振り返る。 

 
 

 



Ⅱ 本時の学習（２／10） 
１ 個別のねらい 

「カードめくりゲーム」において、友達と関わる活動を通して、 
Ａ：順番を守りながら、ゲームに参加することができるようにする。 
Ｂ：困ったことがあったとき、「教えてください」と援助を求めることができるようにする。 
 

２ 展 開                                

主な学習活動 
 

〔Ｓ〕予想される児童の意識 ○指導上の留意点 ◆評価項目 

Ａ Ｂ 

１ 前時の学習を
振り返り、本時
のめあてをつか
む。（10分） 

 
 
 
 

 
 
 
 
Ｓ：前の時間は、順番が守れなくなった

な。 
〇順番を守れなくなりそうになったとき
の対応について、Ａの考えを引き出せ
るように､学習支援ソフトに記入する場
面を設定する｡ 

 
 
 

 
 
 
 
Ｓ：前の時間は、困ったとき、うまく伝

えられなかったな。 
○困ったときの対応について、Ｂの考え
を引き出せるように、学習支援ソフト
に記入する場面を設定する。 

 
 
 
 

２ 「カードめく
りゲーム」を行
う。（20分） 

①カードをめくる｡ 
②「笑顔になるカー
ド」と「相手を傷つ
けるカード」に分
けて、ホワイトボ
ードに貼る｡ 

③めくったカードに
示された内容を
相手に伝える｡ 

④カードの言葉を
相手に言われた
ときの気持ちを
発表する｡ 

 

 
 
 
 
 
 
Ｓ：嫌なカードばかりで、嫌な気持ちに

なってきた。 
〇嫌な感情を整理できるように、その理
由を箇条書きで端末に書くことを促す｡ 

Ｓ：良いカードが出ないから、続けて２
枚めくろう。 

〇ゲームの順番を守ることのよさが理解
できるよう、Ａがルールを守らなかっ
たときの気持ちをＢに尋ねる。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
Ｓ：カードのとおりに言うと、相手は笑

顔にならないのかな。 
○Ｂのめくったカードが相手を傷つける
言葉であることを理解できるように、
Ａに気持ちを尋ねることを促す。尋ね
方が分からない場合は、定型文を提示
する。 

〇Ｂが言葉の意味を理解できるように、
その言葉を webで検索することを促す｡ 

  
 
 
Ｓ：良かったところが分からないな。 
○Ａの取組で良かったところを認めると
ともに、Ａに自己評価することを促す｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
Ｓ：良かったところが分からないな。 
○Ｂの取組で良かったところを認めると
ともに、Ｂに自己評価することを促す｡ 

３ 本時のめあて
に対するまとめ
を確認し、学習
の振り返りをす
る｡ 

（15分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
Ｓ：良かったところが分からないな。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
Ｓ：良かったところが分からないな。 
 
 
 
 
 

＜めあて＞ 
順番を守って、ゲームに参加しよう。 

○前時の学習における、良かったところや課題を振り返り、児童から本時のめあてを

引き出せるように、前時の映像や学習用端末に書き込んだコメントを提示する。 

＜めあて＞ 
困ったことがあったら、先生に「教えてくだ

さい」と、伝えよう。 

◆評価項目 
カードめくりゲームの取組や発言、記述

内容から、「順番を守って、ゲームに参加
しているか」を評価する。 

○「カードめくりゲーム」のルールを理解できるように、個々の学習用端末に提示し

ながら､説明する。 

〇児童が本時の学習を振り返ることができるように、授業の様子を録画する。 

〇児童が良い行動をしているときに、その行動の良いところを具体的に伝えたり、児

童同士で良いところを認め合ったりする場面を設ける。 

 

 

◆評価項目 
カードめくりゲームの発言内容から、

「『教えてください』と教師に伝えている
か」を評価する。 

○本時のめあてに対して、良かったところと課題について、学習支援ソフトに記入す
ることを促す。 

〇録画した授業の様子を提示して、ＡとＢがお互いに、カードめくりゲームで良かっ
たところを伝え合えるようにする。 

○本時の学習で良かったところが理解できるように、ＡとＢがお互いに発表すること
を促す。 

＜振り返り＞ 
Ｓ：順番を守って、少しイライラしたけ

ど、落ち着いてゲームに参加できた。 

＜振り返り＞ 
Ｓ：困ったことがあったときに｢教えてく

ださい｣と､伝えてもよいと分かった｡ 

○本時の取組が振り返られるよう、録画した授業の様子を提示し、良かったところを
具体的に称賛する。 


